




1.研究計画について 

前年度(初年度)の研究において,私は地域における障害児の発生状況に関する調査をおこ

ない幾つかの示唆を得た。すなわち対象地域内で新しく把握された障害児 77 例の発生状況

を調べた結果医療機関で異常の発見がおくれたもの 4 例,対応が不適当であったと思われ

るもの 5例,健康診査で見落したもの 8例,異常の発見がされながら追跡が十分なされなか

ったもの 8例が認められた。このため対策として,第 1に健診の精度を高めること,第 2に

リスク例に対する追跡指導に万全を期することが考えられた。しかし健診の精度について

は診査基準を定めて内容充実を図ることに尽きるが,専門医師の少ない地方においては一

朝一夕には効果を望み得ないので,とりあえずリスク例の再チェックを実施する方向で計

画を立てた。追跡指導に関してはリスク例の一貫継続管理がなされるようなシステム作り

を確立することとした。 


